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1．は じめ に

　わ が国 で は、日常生活 に おけ る不 慮 の 事故 件数

が増加 の
一

途 をた ど っ て い る 。 不慮 の 事故は 交通

事故の 件数を平成 11 年 に 抜き、死亡 理 由 の 第
一

位

と な っ た 。 死亡理 由の 上位 を 占め る交通事故 は減

少の 兆 しを見せ 、不慮の 事故は増加 して い る 。

　不 慮の 事故をもた ら す危険因 子 は 、 住宅の 構
造 ・形 式 な ど 住 宅 の 属性 の 他、住 宅 を 取 り巻 く環

境す なわ ち地域特性 と も密接 に 関わ っ て い る こ と

が考 え られ る 。 地域特性 と して は各種建物属性別

比率に 加 え て 、 地域 に 住む人 々 の 属 性 （年齢 ・性

別等） も考え られ る 。

　不 慮 の 事故の 実態を示 すデ ータ と し て は 、厚生

労 働省が毎年 まとめて い る人 ロ 動態統計があ る 。

しか し、 人 ロ 動態統計は 死亡 データ の み扱 っ て い

るため、死亡 に 至 らなか っ たデータ に っ い て は収

集及 び解析す る こ と が で きな い が、救急 出動記録

は死亡 に 至 らな か っ た場 合 の デ ータ に 関 し て も収

集及 び解析が可能となる 。

　 また、人 口 動態統計は 都道 府 県 べ 一
ス の もの で

あ り、他 の 研究 に お い て も都道府 県 を ペ ース に し

た もの は 研究が すす め られ て い るが、救急出動記

録 を用 い た市 ・区 ・町 丁 目ごと の 研 究 は行 われて い

な い 。そ の ため 、救急 出動記録 に 基 づ くデ ータ 収

集 及 び 解析は 研究 対象 と し て 意義 を 持 つ と 考え ら

れ る。そ こ で 本研究で は 大阪市消防局の 救急出動

記録 を用 い て大 阪市 の 小学校 区単位 に お ける日常

災害危険度の 状況 を把握 し 、 そ の 結果と 地域 に 住

む人 々 と の 属性 と の 対応 を 分析す る こ と で 大阪市
の 地域危険度評価を行う こ とを目指 し た。

2 ．研究方法

　本研究 で は 日常災害危険度と人的特性 の 実態を

比較する こ とか ら分析対象を大阪市 24区 296小学

校区 と した 。 こ れ は小学校区が地域防災 の基本単
位 と 考 え られ て い る た め で ある 。

　日常災害危険度 として 平成 12年度 の 救急出動記

録を 、 人 的データ と し て 同年の 国勢調査を用 い た 。

　消 防局 が収 集 してい るデータは項 目が膨大 であ

る た め本研究に 必 要と思われ る項 目 に絞 っ て集計
した 。 　（衷 1）
　 　　　 　　 　 表 1 データ項 目

日常災害危険度 人的特 性

協病 者数 発生場所 年齢

事故 件数 事故種別 性別

覚知 月 卑齢 昼間人 口

覚知 日 性 別

覚知曜日 居住区分

覚知時間 診 療科 目

覚知 分 傷 病程度

覚知 方法 受傷機転

発 生区 （町 名
・
丁
・
番 ） 傷病租 別
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3 ．地域特性

3−1人的特性

　大阪市 の 人 ロ 構成 は平成 】2 年度の 国勢調査か ら

男女率は 女性率が 51％、年齢人 ロ率は 14 才以下 が
11％、15才〜64才は 60％、高齢者率は 15％で あ る。
大阪市 の 人 ロ は 概数で 260万人、昼 間人 口 流入 人

口 は 187万人、流出人 口 は 80 万人 、 昼間人 ロ 総 数

は 366万人 で ある 。

　大阪市 24区 296小学校 区 の男女率は 西成区萩 之

茶屋小学校区 く以下小 学校区名 省略） の 女性比率
が 15％と最 も低 く浪速区恵美 37％、 西成区今宮 39％、
そ の他の 校区は 40％以上を占め てい る。

　大阪市の 小学校区単位 で の 高齢者比率は北区 大

阪北 、 西 成区松之宮、今宮で 29％と最も高く、 住 之
江区南港光、南港桜 、 都島区友渕で 7％と最も低 い

偵で ある 。 ま た 65才以上 の 高齢者 に対す る後期高
齢者比率 の 高い 校区 は 生野区の 舎利寺 48％、 北区大

阪北 、 大正区三 軒家西、住吉区住吉、阿倍野区 高
松が 47％である 。

一
方西成区萩之茶屋は 18％と他の

区 よ り極端 に 低 い 値 で あ る 。 区単位で は生野、西

成区 の 高齢者比率が高い 。

　 15 才 〜64 才 の 比率は全年齢層の 60〜 80％を占め

て お り、浪速区大国、敷津、東淀川 区豊新、啓 発、
淀川区北中島、西成区萩之茶屋が 80％、西成区天 下

茶屋 、 松之宮、 住吉区住吉は 63％と最も低い 。

　 14才以下 の 比 率は平野区長吉、 西淀川区佃南、
鶴見 区茨 田南、茨 田、東淀川区井高野 で 20％、 西 成
区萩之茶屋で 2％ （最下位） とな っ て い る 。

　昼間人 ロ率は 中央区開平で 11200％と値が突出 し、
次 に 北区大阪北 が 6040％で ある 。 反対に昼間人 ロ 率
の 低 い 校区 は都島区 友渕、港区南市岡、浪速立 葉
の 50％、住之江区南港緑 の 40％で あ る。

3− 2 日常災害危険度

　296小学校区の 日常災害に関する特性分布を評価

する た め に、平成 12年度 の 大 阪市救急出勵詑録 デ
ータか ら発生場所、事故種別、傷病程度、診療科

目を抽出 した 。 各項 目における搬送件数率 ・10万
人当た り の搬送件数率を比較検討する 。

　平成 12 年度 の 全搬送件数 は 168万件で あ る。 こ

れは人 ロ 1万人 あたり 635件出動 し 、 570人搬送 し

て い る こ と に な っ て い る 。 また大阪市民 15．7 人 に

1 件の割合で 出動 し、 17．5 人 に
一

人の割合で搬送

した こ ととなる 。

　搬送件数の 高 い 小学校区は 北区大阪北 、 扇 町

（12万件以上）、浪速区難波 元町 （約 9 万件） 、
中央 区開平 （6．5 万 件） ・南 （4 万 件） で あ り こ れ

ら は オ フ ィ ス や繁華街 を含 む地域 と して共通 して

い る。反 対 に 搬 送件数 の低い 校区 は住吉 区苅 田 、

旭区大宮 、 此花区高見で あり 10 万人当た り の搬送

件数は 1千件台である 。

　次 に 各項 目に お け る搬送件数 の 特性 を み る 。

（a）発生場所

　 大阪市 296小学 校区 の 発生場所別 （10 万人当た

り） の 住宅 内 ・外に おけ る 搬送件数 を比較す る と住

宅外 で は北区大阪北 が 17 万件 で突出して お り 、
っ

い で中央区開平、南 と続い て い る 。

一
方住宅内で

は浪速区享葉、港区八 幡屋東淀川区淡路 となっ て

い る 。　（住宅外 は 公衆一
出入 り 口 ・仕事場 ・道路軌

道水 上 ・運輸機関内 ・その他の 屋外 ・そ の 他の 屋

内を含む ）

衷 2　発生場所別搬送件数　 IO万人当 た り

（b）事故種別

　24 区 の 各 事 故 種 別 率 は 急 病 （63％） 、交通

13．　3％） 、

一
般 （12．6％）で ある 。 校区別 に み ると

全事故種別に しめ る急病搬送率は港区池島 82％、 大
正区 鶴町 80％と高く 、 西 区堀江 （最下 位） 31％であ
る 。 全事故種別 に 占め る 交通事故搬送 比 率は 西区

明治で 33％、 北区豊崎で 30％と高い一方西成区萩之

茶屋 で 2％と最 も低い 。 同様 に
一

般負傷率は福島区

海老名西 、 東住吉区東田辺が 19％で 平野区長吉南が

6％で あ る 。 10 万人当 りの 搬送件数は急 病 ・一般 ・

交 通 の 上位が北 区大阪北、扇町 、 浪速 区難波元町

で ある 。

（C）傷病程度

　各 校区 と も全傷病程 度 に 対す る 軽症 ・中等症率
が 商い 。 軽症 、 中等症 と も に は 上位北区大 阪北

（軽症 86，　490件　中等症 21，407件）、北区扇町

（軽症 79．OO9件 中等症 27．363件）、浪速区難

波元町 （軽症 49．　079件 中等症 24．933 件件）が

10 万人当た り の 搬送件数が高く、此花区高見 （軽

症 173件 中等症 ll5件） で ある 。

（d）診療科 目

　各種外科 ・各種 内科 ・小児科新生児 科 ・産婦人

科 ・耳鼻咽喉 科 ・眼科 ・神経 内科 ・の 中 で 各種外

科、各種内科が全診療科 目の 9 割を占め て い る 。

小 児科新生児科 は西区堀江 （3，149件 10 万人 当

り）、北区扇町 （2．25童件）が上位を占め 小児科新

生 児科以外 の 診療科 目上位は北区大阪 北、扇町 、

浪速区難波元町が共通し て い る 。

　 住宅外で の 搬送件数が高い 地 区 は北 、 中央 、 浪
速 、天 王 寺区 と 昼 間 人 口 率の 高い 地 区 で あ り、住

宅内搬送件数の 高い 地 区 は昼間人 ロ 率の 比 較的低
い 住之江、港区で ある こ とが分か っ た 。 また、住

宅内事故の多い校区は 高齢者に お い て は朝 6 時か

ら夕方 6 時 の 間 で 発生区内 に 居住 し 、 傷病程度 は

軽 症 ・中等症、事故種別 は急 病 の 比率が 高か っ た。
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一　 3 ．昼間人 ロ率に よる比較

　昼 間人 口 が昼間 の 人的脆弱性 を示 す指標 と考 え

られ る た め昼間人 口 率の高い校区順 に 17地 域 に 分

け年齢別 、 覚知 時間帯 、 発生場所 、 居住区分別に

それ ぞれ比較検 討 した 。

　昼 間人 口 率 の 高 い 1 は 前期 ・後期高齢者率の 値

（前期高齢者 16％、 後期高齢者 13％）が突出し 、 昼

間人 口 率 の 低 い 17は高齢 者率が最 も低 い （前期 7％、
高齢者 、 後期高齢者 4％） 。 また昼間人口 率が高い

ほ ど 14 才以下 の 人 口率が低 く 15 才一64才 の 年齢

分布は 65％〜 76％で あ る 。

一方就業者 ・通学者 ・常
住 人 ロ の 人 口 分布で は昼 間人 口 率が 高い ほ ど就業

者率 は高 く常住人 ロ率は 低 くな る が 、 通学者率は

昼間人口率の 中間層で 10％を上回 りそ の他の地域で

は 3〜9％とな っ て い る 。

　全地域で前期高齢者率は後期高齢者率 より高 く、

前期 ・後期高齢者率は各地域で比較的同 じ分布を

示 してい る 。 　（図 i）
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図 1 昼 間人 口 率 に よる年齢区分

　　　　 （夜間人口）

　次 に 時 間帯別 ・年齢 別 ・居 住 区分別 の 搬送件数

を比較する 。

（a）高齢者

　前期 高齢者率 ・後 期高齢者率 の 分布か らも高齢

者率の 高い と こ ろ で 発生区外居住 の 搬送件数が 高
い とい え る 。発 生区居住 の 搬 送件数は時間 帯に 関

わ ら ず 17、5 が 高 い。高齢者 の 移動範囲が制限 さ

れ て い る と 考 え る な ら ば 、発生区外居住 を住 宅外、
発生居 住 を住宅 内と み なす こ とが で き る 。 すなわ

ち 昼間 人 口 率 の 高い 地 域 ほ ど住 宅外の 旧常危険度

が 高 い 一方で 住 宅 内 の 日常災害危険度は 昼問人 口

率の 高 低 に 関係 な い こ とがわ か っ た 。 居 住区分 に

関わ らず朝一昼 （早朝 6時 〜 夕方 6 時）に お い て搬

送件数が 高い 。

（b） 15才〜64才
　就業者 ・通学者の年齢層と い うこ ともあ っ て 発

生区外居住の 搬送件数は 昼間人 ロ 率の 降順 に 低 く

な っ て お り、発 生 区 居 住 の 夜 一深 夜 の 搬送件数 も同

様 の 傾向で あ る 。 反対に 朝一
昼 の 発生区居住の 搬送

件 数 は昼間 に 移 動 の あま り見 られな い 昼間人 ロ 率

の 低い 地域で 高い 。 時間帯別 に み ると発生区居住

で は 12 （朝一昼 498件　夜
一
深夜 400件）を、発生

区外居住 では 13 （朝一昼 1， 199件　夜一深夜 1，189
件） を境に朝一昼が夜一深夜の 搬送件数を上 回 っ て

い る。

（c） 14才以下

　発生区外居住の 搬送件数分布か ら 昼間人 口率の

降順 と同 じ傾 向が読み取れ る （4 では公衆 出入 り 口

に お い て 搬送件数が 著 し く高か っ た ） 。 発 生区居

住 の 搬送 件数は 昼間人 口率の 最も高い 地区を 除い

て ど の 地域 も夜
一
深夜 の 搬送件数 が朝

一
昼 の 搬 送件

数を上回 っ てい る。

　 　 　 ffElt　ta一昼発 生区 外居佳 　 晒 夜一深喪発生 区外居住

　 　 　 ＋ 朝一昼発生区 居住　　 骨 夜一深夜発生 区居住
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　　　　　　図 2　高齢者の搬送件数

　　 時間帯別 ・居庄区分別 （10万人当た り）
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輛
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　　　　 図 3　15才〜64才の搬送件数

　 時間帯別 ・居 住区分別 （10万人 当た り）

　 　 囮 朝一昼 発生区外居住 　 團 夜一深夜 発生区外居住
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　　 図 4　 14才 以 下 の 搬送 件数

時間帯別 ・居住区分別 （1D万人当た り）
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4 ．主成分分析

　大阪市24区 296小学校区 の 特性 を明 らか に

するために主成分分析を行い地域特性を示 す

指標の 整理を行 っ た。 こ こ で用い た変量は 日

常災害危険度と して年齢別 （14才以下 、

’
15〜

64才、高齢者） ・時間帯別 （早 朝6時〜夕方6
時 ・夕方6時〜 翌朝 6時） ・発生 場所 （住宅内、
公衆出入 り口 、 仕事場）別 の搬送件数率、 人

的デ
ー

タ に 関 して 国勢調査か ら年齢別人 口

（通学者 率、就業者率、前期高齢者率 、 後期
高齢者率）で あ る e 　　　　　　　

’

eg　一主成 分 は 50，81％、第二 主 成 分 は 13．89
（各成分の 個有値＞1） の 説 明力 をもつ 。

　第一
主成分は昼間人 口 の大小 を示す y 軸 で

・

あ り、 プ ラ ス 側に昼間人 口 率 の 就業者率や社
会的弱者といわれる高齢者 ・14才以下 の 公衆
出入 り 口搬送件数率がプ ロ ッ トされて い る。

　第二 主成分 は 住宅内外に おけ る搬送件数に

関す る x 軸 で プ ラ ス側は社会的弱者である高

齢者 ・14才以下の 住宅内で の搬送件数率が、
マ イ ナス 側 に 公衆出入 りロ の搬送件数がそれ

ぞれ時間帯に関わ りな くプ ロ ッ トされて い る。

昼間人 ロ 率 の高低 に よ る 17地域に 関して 座 標
軸上 に プ ロ ッ ト した 結果、

』
ほぼ 4つ の グル ー

プに分類され る。 昼間人 口 率が高く、公衆出

入 り口 の 搬送件数が多い グル ープ 、 住宅 内事

故が 高い グル ープ、昼間人 ロ 率 は低い が住宅

内事故が高い グループ 、 昼間人 口 率は低い が

公衆出入 り ロ で の 搬送件数が多 い グル ープ と

なる。　 （図5）

5 ．おわりに

　本研究 で は 大阪市24区 を 対象 に大阪市消防
局の 救急出動記録を用 い て大阪市の 小学校区

単位における日常災害危険度の 状況を把握 し、
そ の結果と地域にすむ人 々 との 属性との対応
を分析する こ とで大阪市の地域危険度評価を

行 っ た 。 そ の狙い は 地域 の潜在的 な災害に お

ける危険性をあ らか じめ明らか に 把握する こ

と で 、 い わば、日常か ら非 B常へ と続 く連鎖
形 を意識 した防災計画立案を目指 したもの で

ある 。

今回 の 試みで 昼間人 口 が多い 地域 ほ ど発生居

住 区外 で 起 こ る 日常災害危険度が 高い こ とが

明らか になっ た。 しか しながら発生居住地内
に おけ る搬送件数率は 昼間人囗 を左右す る 1
5才 〜 64才以外の年齢層 では関連性は見られ
なか っ た 。 すなわち住宅内におけ る日常災害

危険度は住宅内で主に活動す る人的特性が深
く関わ る と考え られ る 。
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　図5　昼間人 ロ に よ る 主成分分析結果
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